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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、第1に小学校・中学校・高等学校・大学の教員が教職課程の学生に求める
社会性・対人関係能力に関して明らかにすること、第2にソーシャルスキル教育の効果を考察することである。教職課
程の学生に対するソーシャルスキル教育の必要性は小学校・中学校・高等学校が高く、ソーシャルスキル教育をする必
要があるとした。また、ソーシャルスキル教育は学生に一定の教育効果があった。以上の知見をもとに教育体制と教育
的示唆を議論した。

研究成果の概要（英文）：This study focuses on clarifying the social and interpersonal relationship skills 
of undergraduates in teacher training courses and discusses the effect of social skills education on 
them. Results showed that undergraduates who are in the teacher training courses need to learn the social 
and interpersonal skills in elementary, junior high and high schools. Based on the above findings, the 
educational system in Japan is discussed and suggestions for the field of education are presented.

研究分野：教育心理学
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１． 研究開始当初の背景 
 教職課程の学生にソーシャルスキル教育
（SSE）は必要なのか。人間関係の営みの中
で展開される教育において，近年，教員の資
質の問題が取り上げられ，豊かなコミュニケ
ーション能力は教師にとって欠かせない資
質とされている（中央教育審議会答申，2012）。
近年，SSE が実践されている一方，教師は指
導者としての立場があるにもかかわらず，教
師のソーシャルスキル及びSSEを直接問う教
職課程の科目はない。教職課程の学生のソー
シャルスキルの低下が指摘されているなか，
そのスキルの獲得の必要性やそのための教
育が必要か等，教職課程の学生に対する基礎
的研究は不足し，また，SSE においては効果
的な教育の在り方や定着のためにはプログ
ラムや視聴覚教材の開発と同時に，大学教員
が理解するための研修ビデオの作成が求め
られ，SSE をどの年次に，どの科目で指導す
べきかをも検討する必要がある。 
したがって本研究では，SSE のニーズに関
する基礎的研究とSSEの教材開発と実践及び
教育体制に関する応用的研究を行う。 
 
２． 研究の目的 
本研究の目的は，第１に SSE のニーズに関す
る実態を探ること，第 2に教職課程の学生に
よるSSEの実践の効果と教育を考察すること
である。 
 
３． 研究の方法 
 8つの研究を行った。第 1の目的のために，
小中高の教員及び大学教員に対して2つの調
査を行った。本研究では，教職課程の学生の
ソーシャルに関する認識や SSE の必要性，ま
た，大学教員を対象に，学生に対する社会性
の認識と教育の実態，SSE のニーズに関する
質問紙調査を行った。続いて第 2の目的のた
めに，教職課程の学生を対象に 6つの研究を
行った。具体的には，教職課程の学生が行う
中学・高校での SSE によりどのような教育効
果があったか，また SSE を通じた教育方法及
び教育体制について検討した。 
 
４．研究成果 
（1）研究 1 
小中高の教員 1,145 名を対象に，教職課程
の学生に求める社会性・対人関係能力におい
て調査し，学生は大学で社会性や対人関係能
力を養成する必要があるか，学生にどのよう
な社会性や対人関係能力を身に付けてほし
いとのか，SSE を学ぶ必要とスキルの獲得に
ついて調査した。その結果，教師になる前に，
初歩的スキルを中心としたソーシャルスキ
ルを身に付け，同時に社会性教育ができるよ
う教職課程で教育する必要性が示唆された。 
（2）研究 2 
教員養成に携わる大学教員26名を対象に，
ソーシャルスキルの実態とその教育及びニ
ーズについて検討した。その結果，社会性の

低下よりネット社会における複雑な人間関
係による経験・体験の不足によりスキルが不
足と考える傾向にあり，挨拶，聞く，質問す
る，自分の意見や考えをはっきりと伝えると
いったスキルを身につけさせたいと考えて
いた。また，教職課程の授業や行事でコミュ
ニケーションのワークやロールプレイ等を
積極的に行っているが組織的に教育を行っ
ていない傾向にあることが明らかとなった。 
（3）研究 3～4 
教職課程の学生が生徒の社会性を指導す
る心理教育を実施するためのスキルの獲得
と自身の社会性の向上を目指すためにSSEの
授業に参加し，どのような効果があるのかに
ついて検証した。 
研究 3では予備研究として聴く，感情のコ
ントロールといったターゲットスキルを含
む SSE を高校 1年生の道徳の時間に，教職課
程の学生を授業者あるいは支援者（TA）にし
て 5 回行った。参加した学生は 4 年生男子 3
名で教師のソーシャルスキル自己評定尺度
（相川,2011）,自尊心尺度（星野,1970）を
測定した。実践にむけて「道徳教育論」の中
で SSE の理論と指導案作成，「教育相談論」
で支援方法を学んだ後，授業準備として授業
前に授業のねらい，流れとスキルのポイント
の確認，当日は授業全体の最終確認，モデリ
ングのリハーサル，教員との事前打ち合わせ
を，授業後は振り返りと次回授業の打ち合わ
せを行った。その結果，ソーシャルスキルと
自尊心の得点が上昇し一定の教育効果があ
ることが示唆された。続く研究4では，教師，
教師と TA，学生の 3形態の授業者が実践する
授業者の違いによるSSEの効果について検討
した。その結果，実践前後の生徒の社会性の
変化率はクラスによる差はないことが認め
られた。つまり，授業者の違いによる SSE は
効果に差がないことが明らかとなった。つま
り，授業者の違いによる SSE の効果に差がみ
られなかったことから，事前事後の教育や研
修を受けることで教職課程の学生であって
も教師と同様に授業が展開できる可能性が
あると考えられた。実施回数と維持等に課題
は残ったが，教職課程の学生が実施する SSE
は，事前事後の教育の在り方が重要となり，
SSE を通してスキルを精錬されていく可能性
があることも推測された。 
（4）研究 5～8 
 研究 3～4を踏まえて，SSE プログラムを修
正し，研究 5～6 では高校生と中学生を対象
にSSEを行うことによる教育効果と教育体制
について検討した。研究 5は情報モラルを含
む SSEを高校 1年生 8クラスで道徳の時間に
授業者あるいは支援者（TA）として 5回行っ
た。参加した学生は 3・4 年生 6 名で，実践
にむけた準備は研究 3と同様に行った。その
結果，ソーシャルスキルが向上し，職業観意
識の向上が明らかとなった。研究 6では中学
生 19名を対象に学生 4年生 1名が授業者と
して総合的な学習の時間に SSE を行った。授



業までの準備は研究 5と同様であるが，加え
て，学生が学校と打ち合わせて指導案を作成
後，教材作成及び模擬授業といった授業準備
も行った。その結果，ソーシャルスキルが向
上し，道徳教育や心理教育の意義を深め，教
員への強い志望とともに職業意識が高めら
れることが明らかとなった。続く研究7では，
SSE から学生は何を学んだか，また SSE の在
り方を検討するため，研究 3～6を踏まえて 9
名の学生に調査を行った。その結果，これら
の学びを通して，個人の成長及び教師のスキ
ルの獲得が SSE により促進された。教職課程
の科目や自主勉強会等で理論を学んでから
授業に臨むことは効果的な授業に結び付く
とし，教師とともに行う授業により同僚性の
意義を学び，教師志望や SSE の実施への意識
が高まることが明らかとなった。そして研究
8 では，学校での実習の意義や教育の在り方
を探るため，SSE を一緒に行った教員 9 名を
対象に調査を行った。その結果，SSE の実施
は生徒に教育効果があり，同時に生徒のソー
シャルスキルを客観的に捉え直すことがで
き，大学との協働で展開する効果的な授業で
あると教師は SSE を肯定的に評価した。同時
に、教師自身にも意識変容がみられた。つま
り，SSE の実施は学校で実施できる社会性教
育の一助になることが考えられ，教職課程に
おいても有意義な実習となる可能性が示唆
された。 
（5）まとめと今後の課題 
 本研究の目的は，第１に SSE のニーズに関
する実態を探ること，第 2に教職課程の学生
によるSSEの実践の効果と教育を考察するこ
とであった。 
小中高の教員は，教職課程の学生は初歩的
スキルを中心としたソーシャルスキルを身
に付け，社会性教育ができるためにも SSE の
スキルを獲得する必要性があるという傾向
が示された。同様に，大学教員も社会性を高
める必要があるとし，積極的に教職課程で教
育に取り組んでいたが，組織的な教育がなさ
れていない傾向にあることから，その教育の
在り方を検討する必要性が示唆された。 
 そして，理論と指導案作成を学ぶ道徳教育
論，支援方法を学ぶ教育相談論で理論と体験
を得て実施方法を学んだ後，演習として学校
で実際の授業に参加することを通した教職
課程で行う教育は，学生自身のソーシャルス
キルの向上とSSEの実践のためのスキルが身
につくことが示唆された。なかでも，授業前
後の準備と職員との打ち合わせは，大学での
学びを実践と往還させることでより学びが
深まったことが推測された。学生が SSE に参
加することにより，一層，教師への職業意識
が高まり，同僚性に基づく研鑽の姿勢に対す
る意識変容も示された。また，学生とともに
SSE の授業をすることは教師にとっても成長
につながり，授業自体に対して概ね肯定的な
評価であったことからも地域の学校と連携
した学習体制を構築できる可能性が示唆さ

れた。 
一方，本研究では，学校での SSE に参加し
ていない学生に対する大学の授業だけの教
育効果を検証するにはいたらなかった。また，
大学における教育では，学校とのコーディネ
ート，あるいはだれがどのように SSE を教え
るのかまでは検討できなかった。本研究の取
り組みは大学と学校の協働による「チームと
しての学校」につながる可能性を含んでいる
ことからも，これらが今後の課題として残さ
れている。 
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